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３
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定
例
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提
出
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／
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７
年
３
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容
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容



令
和
７
年
度

令
和
７
年
度  

予
算
を
審
査

予
算
を
審
査

　
３
月
定
例
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の
三
郷
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
予
算

を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
に
比
べ
44
億
５
千
万
円

（
７・７
％
）
の
増
額
と
な
る
６
２
５
億
円
で
、予
算
規
模
と
し
て
過
去
最
高
と
な
り
、

18
年
連
続
で
前
年
度
予
算
を
上
回
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

市税�市税�
231億7,706万6千円�231億7,706万6千円�
37.1%37.1%

国庫支出金�国庫支出金�
135億26万2千円�135億26万2千円�
21.6%21.6%

市債�市債�
66億1,420万円�66億1,420万円�
10.6%10.6%

県支出金�県支出金�
42億5,013万9千円�42億5,013万9千円�
6.8%6.8%

繰入金�繰入金�
38億8,531万7千円�38億8,531万7千円�
6.2%6.2%

地方消費税交付金�地方消費税交付金�
34億円　5.4%34億円　5.4%

地方交付税�地方交付税�
19億5,000万円　3.1%19億5,000万円　3.1%

諸収入諸収入
14億2,494万3千円　2.3%14億2,494万3千円　2.3%

繰越金�繰越金�
23億円　3.7%23億円　3.7%

その他�その他�
19億9,807万3千円　3.2%19億9,807万3千円　3.2%

歳　入歳　入
625億円

一般会計

歳入区分 説　　　明
市 税 市民税、固定資産税など
国 庫 支 出 金 特定の事業に対して国から交付されるお金
市 債 市が長期にわたって借りるお金
県 支 出 金 特定の事業に対して県から交付されるお金
繰 入 金 基金などから繰り入れるお金
地方消費税交付金 地方消費税のうち、三郷市分として交付されるお金
繰 越 金 前年度一般会計から繰り越されるお金
地 方 交 付 税 自治体の財政状況に応じて国から交付されるお金
諸 収 入 学校給食納付金、有価物等売却代など
そ の 他 分担金、負担金、使用料、手数料、地方譲与税など

○重点テーマ以外の事業
◦�平和を願う被爆ピアノコンサートの
　開催
◦�令和８年度に埼玉県で開催される
　「ねんりんピック」の準備

令和７年度の主な事業 重点テーマ3つの柱

◦�災害に強く持続可能な上下水道システムの
　構築
◦�南部地域拠点防災コミュニティ施設の整備
◦�三郷中央駅前広場の改修
◦魅力あふれる公園の整備

○持続可能な拠点の形成
～まちづくりは道づくり～

◦�ギリシャ共和国陸上競技選手団の事前キャンプ
　受け入れ支援
◦がん患者へのウェルビーイング支援
◦「日本一の読書のまち」の充実

○多様性のある地域の確立
～地域コミュニティの充実～

◦�おやこひろば事業の実施
◦公立保育所へのICTシステムの導入
◦５歳児健康診査の実施
◦�幸房小学校第２児童クラブの敷地内に
　児童クラブ室を増築

○質の高い教育と切れ目ない
子育て支援の強化

～こどもたちの成長を見守る・夢を育む～

きらりとひかる田園都市みさと
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　５つの特別会計予算は、各常任委員会で審査し、本会議に
おいて可決しました。

　昨年度は、子育て支援施策の更なる
充実と、高齢者の保健事業と介護予防
の一体的な実施に積極的に取り組むと
ともに、能登半島地震の被災地支援、
トイレトレーラーの導入など、災害対
策の充実強化を図ってまいりました。
　一方、急速に進む少子高齢化やデジ
タル技術の利活用による利便性向上な
ど、市民生活に直結する多くの課題が
あるほか、八潮市で発生した道路陥没
事故をはじめとする公共インフラの老
朽化対策についても喫緊なものとなっ
ております。
　市としましては、引き続き子育て家
庭への支援、高齢者の健康寿命延伸に
向けた取り組みや、デジタル技術の活
用に積極的に取り組み、市民サービス
の更なる向上を図ってまいります。ま
た、上下水道管路の耐震化など、イン
フラ老朽化対策を講じ、より一層、安全・
安心なまちづくりを進めてまいります。
　今後も、市民感覚と経営感覚を大切
にしながら本市の更なる発展に向け、

『ふるさと三郷 みんながほほえむまち
づくり』を推進してまいります。

※ ３月定例会初日に市長から施政方針の表明
がありました。

三郷市長　木津　雅晟

特別会計予算令和７年度

区分別 予算額

国民健康保険 歳入歳出 127億9,423万1千円

介護保険 歳入歳出 115億6,386万6千円

後期高齢者医療 歳入歳出 23億7,049万1千円

上水道事業※
収　入 35億3,470万9千円

支　出 42億8,968万2千円

公共下水道事業※
収　入 58億7,799万8千円

支　出 67億3,279万7千円

歳出区分 説　　　明

民生費 こども、高齢者、障がい者などへの福祉全般の事業
に使うお金

総務費 住民票の交付、市税の課税徴収など、市の総括的な
事務に使うお金

教育費 学校運営の費用や公民館、体育施設の管理運営な
どに使うお金

土木費 道路や河川、公園整備などに使うお金
公債費 市の借金を返済するために使うお金
衛生費 予防接種やごみの収集などに使うお金
消防費 消火・救急活動などに使うお金
その他 議会費、商工費、農林水産業費など

歳　出歳　出
625億円

一般会計

民生費�民生費�
301億8,883万5千円�301億8,883万5千円�
48.3%48.3%

総務費�総務費�
95億6,799万円�95億6,799万円�
15.3%15.3%教育費�教育費�

58億8,903万円�58億8,903万円�
9.4%9.4%

土木費�土木費�
51億1,668万5千円�51億1,668万5千円�
8.2%8.2%

公債費�公債費�
50億4,785万7千円�50億4,785万7千円�
8.1%8.1%

消防費�消防費�
21億8,378万3千円�21億8,378万3千円�
3.5%3.5%

その他その他
9億6,608万7千円　1.5%9億6,608万7千円　1.5%

衛生費�衛生費�
35億3,973万3千円�35億3,973万3千円�
5.7%5.7%

令和７年度 施政方針
「より一層の安全・安心なまちへ」

ふるさと三郷
みんながほほえむまちづくり

【特別会計別予算一覧表】

※�上下水道事業は収益的収支（維持管理など）と資本的
収支（建設改良など）の合計額です。

令和７年度予算を審査　施政方針
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継
続
的
に
話
し
合
い
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
他
、
地
域
拠
点
整

備
届
を
提
出
し
て
い
る
事
業
所

に
向
け
た
事
例
検
討
会
の
実
施

や
、
医
療
観
察
法
対
象
の
か
た

を
、
長
期
入
院
か
ら
地
域
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
居
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
等
、
様
々
な
成

果
を
上
げ
て
い
る
。�

問　
保
育
所
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

導
入
事
業
に
つ
い
て
、
運
用
方

法
や
、
保
育
士
、
保
護
者
等
へ

の
周
知
方
法
は
。

答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
あ
た
り
、

試
行
期
間
を
設
け
て
動
作
確
認

や
不
具
合
等
の
確
認
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
令
和
７
年
12
月
ま

で
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
1

月
か
ら
の
試
行
を
目
指
し
て
い

る
。
保
護
者
に
対
し
て
は
、
保

護
者
会
等
を
活
用
し
、
使
い
方

な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し

て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
ほ
か
、
見
守
り
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
子
育
て
支
援

事
業
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。

　

討
論
と
し
て
、「
５
歳
児
健

取
を
推
進
す
る
新
た
な
取
組
で

あ
る
。
ス
ー
パ
ー
等
で
の
健
康

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
野
菜

コ
ー
ナ
ー
で
の
野
菜
摂
取
を
促

す
Ｐ
Ｏ
Ｐ
掲
示
、「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ

ク
」
と
い
う
野
菜
の
摂
取
量
が

わ
か
る
機
器
の
体
験
等
を
予
定

し
て
い
る
。

問　
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

令
和
６
年
４
月
に
開
所
さ
れ
た

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

答　
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

と
委
託
相
談
支
援
事
業
所
の
合

同
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
、

ひ
き
こ
も
り
対
策
等
に
つ
い
て

故
要
救
助
者
の
早
期
発
見
や
、

火
災
発
生
時
に
周
囲
を
撮
影
す

る
こ
と
で
迅
速
な
消
火
活
動
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
国
土
交

通
省
の
シ
ス
テ
ム
に
操
縦
者
登

録
を
行
い
承
認
さ
れ
た
職
員
が

10
名
お
り
、
資
格
取
得
に
必
要

な
講
習
会
の
講
師
料
を
消
防
本

部
が
負
担
し
、
飛
行
訓
練
を
消

防
署
内
で
行
う
こ
と
で
資
格
取

得
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

◆
そ
の
ほ
か
、
自
主
防
災
組
織

活
動
推
進
事
業
、
平
和
啓
発
事

業
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。

　

討
論
と
し
て
、「
自
治
体
の

財
政
運
営
が
厳
し
い
状
況
下
で

は
、
地
方
交
付
税
率
の
引
上
げ

を
国
に
求
め
る
べ
き
と
考
え
反

対
す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

《
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
》

問　
糖
尿
病
予
防
事
業
に
つ
い

て
、
詳
細
は
。

答　
企
業
や
団
体
等
と
連
携
し
、

市
民
の
野
菜
・
果
物
の
適
正
摂

基
本
計
画
の
案
を
検
討
い
た
だ

く
。

問　
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
維
持

事
業
に
つ
い
て
、
増
額
理
由
は
。

答　
更
新
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
構

築
費
や
、
ベ
ン
ダ
ー
変
更
時
は

新
旧
シ
ス
テ
ム
を
一
時
的
に
並

行
稼
働
す
る
た
め
。

問　

警
防
課
事
務
に
つ
い
て
、

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
や
資
格
取
得

支
援
方
法
な
ど
は
。

答　
上
空
撮
影
に
よ
る
水
難
事

《
総
務
常
任
委
員
会
》

問　
保
育
所
入
所
児
童
保
護
者

負
担
金
（
滞
納
繰
越
分
）
に
つ

い
て
、
件
数
や
滞
納
に
至
っ
た

経
緯
は
。

答　
滞
納
割
合
は
２
％
。
家
庭

状
況
の
変
化
な
ど
に
よ
る
。

問　
総
合
計
画
等
策
定
及
び
管

理
事
業
に
つ
い
て
、
新
た
な
総

合
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

答　
市
民
意
識
調
査
や
小
中
学

生
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
各
調
査

結
果
と
、
前
期
基
本
計
画
の
実

績
や
社
会
情
勢
の
変
化
を
勘
案

し
計
画
を
策
定
す
る
。
策
定
委

員
会
等
に
て
前
期
基
本
計
画
の

課
題
精
査
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
て

（
一
般
会
計
）

常
任
委
員
会
の
審
査
概
要

　
議
案
を
く
わ
し
く
審
査
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
、
各
常
任
委
員
会

で
の
令
和
７
年
度
予
算
に
関
す
る
質
疑
・
討
論
の
要
旨
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ドローン飛行訓練の様子ドローン飛行訓練の様子

野菜コーナーのPOP掲示野菜コーナーのPOP掲示
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常任委員会の審査概要（一般会計）

た
た
め
、
地
域
の
方
々
が
使
用

す
る
集
会
所
を
建
設
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

問　
公
営
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事

業
に
つ
い
て
、
幸
房
小
学
校
第

２
児
童
ク
ラ
ブ
増
築
工
事
の
予

定
は
。
ま
た
、
現
在
通
っ
て
い

る
児
童
へ
の
影
響
は
。

答　
今
後
は
、
６
月
議
会
に
工

事
契
約
の
案
件
を
上
程
し
、
令

和
８
年
３
月
の
竣
工
を
予
定
し

て
い
る
。
建
設
場
所
は
、
現
在

の
建
物
の
西
側
を
計
画
し
て
い

る
が
、安
全
対
策
と
し
て
、し
っ

か
り
仮
囲
い
を
行
い
、
現
在

通
っ
て
い
る
児
童
へ
影
響
が
で

な
い
よ
う
に
す
る
。

◆
そ
の
ほ
か
、
青
少
年
育
成
事

業
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。

《
建
設
水
道
常
任
委
員
会
》

問　
道
路
維
持
管
理
事
業
に
お

け
る
隧
道
改
良
等
工
事
の
詳
細

を
。

答　
２
か
所
の
工
事
を
予
定
し

て
い
る
。
一
つ
目
は
、
采
女
隧

道
に
つ
い
て
、
大
型
車
通
行
量

の
増
加
や
地
下
水
の
漏
水
、
ま

た
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
路

面
が
劣
化
し
て
い
る
た
め
、
排

水
性
の
改
善
等
を
図
る
た
め
に

改
良
工
事
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
経
年
劣
化
が
進
ん

で
い
る
仁
蔵
隧
道
の
排
水
ポ
ン

プ
に
つ
い
て
、
更
新
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

問　
中
央
４
丁
目
公
共
施
設
用

地
に
整
備
予
定
の
ボ
ー
ル
遊
び

広
場
に
つ
い
て
、
計
画
に
至
っ

た
経
緯
お
よ
び
利
用
の
対
象
は
。

ま
た
、
他
の
既
存
の
公
園
に
つ

い
て
も
、
今
後
、
ボ
ー
ル
遊
び

を
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、

と
の
意
見
が
出
る
こ
と
が
想
定

か
る
ま
で
の
間
、
一
時
的
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
無
償
で
預
か

り
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
治
療

費
な
ど
の
経
済
的
な
負
担
が
大

き
く
、
後
継
者
不
足
等
の
課
題

に
直
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
う
し
た
活
動
を
支
援
し
て
い

く
事
業
を
新
設
す
る
に
至
っ
た
。

問　
寄
付
金
活
用
事
業
に
つ
い

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
特
別

整
備
事
業
の
内
容
は
。

答　
平
成
25
年
度
に
、
彦
糸
地

区
の
た
め
に
活
用
し
て
ほ
し
い

と
、
５
千
万
円
の
寄
付
が
あ
り
、

平
成
27
年
度
に
道
路
照
明
灯
や

水
路
整
備
に
２
千
万
円
を
活
用

し
、
残
り
の
３
千
万
円
に
つ
い

て
、
町
会
内
の
合
意
が
得
ら
れ

診
や
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
化
な
ど
の
前
進
面
は
あ

る
が
、
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補

聴
器
購
入
費
用
助
成
や
低
所
得

世
帯
へ
の
エ
ア
コ
ン
購
入
・
設

置
費
用
補
助
等
の
切
実
な
要
望

が
先
送
り
さ
れ
た
。
物
価
高
で

暮
ら
し
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

市
民
の
幸
福
度
を
引
き
上
げ
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
ま
ち

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
反
対
す
る
」
が
あ
り
ま

し
た
。

《
文
教
経
済
常
任
委
員
会
》

問　
鳥
獣
及
び
愛
護
動
物
等
に

関
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
飼
い

主
の
い
な
い
動
物
へ
の
支
援
補

助
金
が
新
設
さ
れ
た
経
緯
は
。

答　
高
齢
者
の
施
設
入
所
や
孤

独
死
に
よ
り
、
行
き
場
の
な
い

ペ
ッ
ト
が
増
え
て
い
る
現
状
に

対
し
、
令
和
３
年
か
ら
庁
内
の

関
係
部
署
に
よ
る
協
議
を
続
け

て
き
た
。
行
き
場
の
な
い
ペ
ッ

ト
は
、
新
し
い
飼
い
主
が
見
つ

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議

で
は
、各
常
任
委
員
長
か
ら

審
査
報
告
が
な
さ
れ
、討
論・

採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

児童クラブの増築予定地児童クラブの増築予定地

ボール遊び広場の予定地ボール遊び広場の予定地

さ
れ
る
が
、
考
え
は
。

答　

経
緯
と
し
て
は
、
現
在
、

市
内
の
公
園
で
は
ボ
ー
ル
遊
び

が
禁
止
と
な
っ
て
い
る
中
で
、

「
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
場
所

が
欲
し
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
が

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
広
場
で

は
、
こ
ど
も
同
士
の
交
流
や
親

子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る
よ

う
な
利
用
形
態
を
想
定
し
て
い

る
。
今
回
の
整
備
は
、
市
内
で

初
め
て
の
も
の
で
あ
る
た
め
、

整
備
後
の
利
用
状
況
等
を
十
分

に
検
証
し
、
そ
の
後
の
方
向
性

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
ほ
か
、
住
宅
施
策
推
進

事
業
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。

　
討
論
と
し
て
、「
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
安
全
確
保
事
業
に
つ
い
て
、

増
額
を
求
め
る
こ
と
か
ら
反
対

す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
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補正予算トピックス補正予算トピックス

盛り込まれた主な事業盛り込まれた主な事業※※

議案第15号　令和６年度三郷市一般会計補正予算（第７号）

防犯のまちづくり推進事業防犯のまちづくり推進事業
400万円

内�容　市内の戸建て住宅に設置する防犯カメラの設
置費用の３分の２（上限２万円）を補助するもの。
Q�　防犯カメラの設置補助は、戸建て住宅が対象と
のことだが、商店は対象となるか。
Ⓐ�　事務所・店舗・その他これらに類
する用途を兼ねる戸建ても対象と
なる。

市内経済活性化事業市内経済活性化事業
2億円

内�容　キャッシュレス決済サービス（PayPay）を活
用した消費下支え等を図り生活者及び市内事業
者支援を実施するもの。

Q�　市内店舗で利用できるプレミアム付きデジタ
ル商品券の購入手続きは。
Ⓐ�　購入希望者は市内在住が要件となっており、ア
プリ上でマイナンバーカード・運転免許証・運転
経歴証明書・在留カード・特別永住者証明書によ
り本人確認を行ったあと、応募し、抽選で当選し
た方が購入できることとなる。

低所得者支援及び低所得者支援及び
定額減税補足給定額減税補足給付金支給事業付金支給事業

3億3,800万円
内�容　実施済の調整給付額が、実績による定額減税
可能額と比べて不足しているかたに対し、差額を
支給するもの。

Q　差額が生じる具体的な理由は。
Ⓐ　�当初調整給付時と比べて、以下の理由により不
足分、差額が生じる。

　①�　令和５年所得に比べ、令和６年所得が減少し
たことにより令和６年分所得税額が減少した
こと

　②�　当初調整給付後に税額修正が生じたことに
より、令和６年度分個人住民税所得割額が減少
したこと

　③�　令和６年中にこどもの出生等、扶養親族が増
加したことによる定額減税可能額が増加した
こと

地球温暖化対策推進事業地球温暖化対策推進事業
2,171万円

内�容　市内の事業者（量販店を除く）から省エネ家電
（エアコン、冷蔵庫）を買い換える者に対し補助金
（上限８万円）を交付するもの。
Q�　省エネ家電への買換費用補助は令和６年度も
行ったが、来年度のスケジュールはどうなるのか。
Ⓐ�　令和６年度は５月に開始し、７月末で終了した
ことを踏まえ、今回は購入
先を個人事業者に限定した
影響として、量販店と比べ、
対象機器の設置工事に時間
を要することに配慮して、
６月頃から開始し、12月ま
でと期間を長めに想定して
いる。

災害備蓄品整備事業 災害備蓄品整備事業 6,500万円

避難所環境整備事業 避難所環境整備事業 49万1千円

内�容　指定福祉避難所の生活環境を改善するため、
自動排泄処理ポータブルトイレ16台、マンホール
トイレ設置用テント３基を購入するもの。

Q�　自動排泄処理ポータブルトイレ16台分の収納
場所は。
Ⓐ�　新たに指定した指定福祉避難所にそれぞれ収
納するが、さつき学園は建物内に保管場所がな
く、避難所環境整備事業により購入する倉庫で保
管する。
Q�　備蓄倉庫確保に
対する市の考えは。
Ⓐ�　備蓄倉庫は市内
33カ所の指定避難
所のほか、後谷備蓄
倉庫などの物資拠
点や、災害協定を締
結した民間の倉庫
を借用するなどで
確保できている。 マンホールトイレマンホールトイレ

きらりとひかる田園都市みさと補正予算トピックス

※各事業内容の詳細は、市ホームページをご確認ください。
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一般質問

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

 

議
員 　
災
害
発
生
後
、し
ば
ら
く
し
て

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
設

さ
れ
る
。自
衛
隊
な
ど
に
よ
る
被
災
者
の

命
を
守
る
活
動
が
優
先
さ
れ
、災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
そ
の
後
に
な
る
。三

郷
市
が
被
災
自
治
体
と
な
っ
た
際
、人
的

支
援
が
必
要
に
な
る
た
め
に
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
と
連
携
、

受
け
入
れ
体
制
を
未
然
に
整
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
。ま
た
、被
災
自
治
体
、災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
正
し

く
素
早
く
的
確
な
情
報
発
信
も
重
要
と

な
る
。体
制・
育
成・
周
知
、ま
た
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い

て
伺
う
。更
に
、三
郷
市
職
員
が
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
際
の
制
度
は

あ
る
の
か
。現
地
で
の
活
動
経
験
を
市
へ

活
か
す
た
め
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
必

要
で
は
な
い
か
。

 

危
機
管
理
監 　
三
郷
市
地
域
防
災
計
画

に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
環
境

整
備
等
に
努
め
て
い
る
。引
き
続
き
災
害

時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
制
の
強
化
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

福
祉
部
長 　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
活
動
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
主

　市政に対する監査と政策提案の実現のため、17人の議員が
４日間にわたり市政運営全般に対し一般質問を行いました。

※記事掲載は順不同。内容は各議員が要約して執筆しています。

市政に対する 一般質問
質 問 議 員

佐々木　修　　加藤　英泉　　渡邉　雅人　　篠田　隆彦
宇治由紀子　　西村寿美枝　　佐藤　睦郎　　柳瀬　勝彦
深川　智加　　佐藤　裕之　　佐藤　智仁　　寺沢　美紗
齊藤　幹郎　　一色　雄生　　鳴海　和美　　工藤智加子
菊名　　裕

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、研
修
会

の
実
施
等
、様
々
な
手
法
で
周
知・育
成

を
し
て
い
る
。今
後
も
社
協
と
連
携
し
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
活
動
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

 

総
務
部
長 　
年
次
休
暇
の
他
、年
５
日

間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
を
取
得
で
き

る
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
た
職
員
が

得
た
貴
重
な
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
こ
と
は
有
意
義
だ
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、必
要
に
応
じ
て
担
当
部
署
と
協
議

し
て
い
く
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
者
に

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
者
に

補
助
金
交
付
を

補
助
金
交
付
を

 

議
員 　
昨
今
、犯
罪
の
発
生
件
数
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、そ
の
手
口
も
凶
悪
化
し

て
き
て
お
り
ま
す
。闇
バ
イ
ト
に
よ
る
犯

罪
や
特
殊
詐
欺
被
害
の
状
況
な
ど
か
ら
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
市
民
の
安
心・安

全
を
高
め
る
も
の
だ
と
い
う
認
識
が
広

ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。今
議
会
に
お
い

て
、市
提
案
の「
市
内
の
戸
建
て
住
宅
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
市
民
に
対
し
、

給
付
額
を
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

（
上
限
額
２
万
円
）と
す
る
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
費
補
助
金
交
付
事
業
」が
可
決
さ
れ

ま
し
た
が
、私
案
で
す
が
、更
な
る
市
民

の
防
犯
意
識
の
向
上
を
図
り
、安
全・安

心
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
個
人
や
町
会・自
治

会
に
対
し
１
世
帯
３
万
円
を
上
限
と
し

て
市
内
６
万
８
，６
０
０
余
り
の
世
帯
、

町
会・自
治
会
に
対
し
、千
件
目
標
の
補

助
金
交
付
の
予
算
を
組
ん
で
、早
急
な
普

及
を
計
っ
た
ら
ど
う
か
と
考
え
ま
す
。

 

市
民
生
活
部
長 　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

は
犯
罪
の
抑
止
及
び
不
審
者
へ
の
け
ん

制
と
な
り
、地
域
の
安
全
安
心
を
向
上
さ

せ
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。昨
今
の
状
況
を
受
け
て
、侵

入
盗
等
の
被
害
防
止
と
地
域
に
お
け
る

防
犯
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
費
用
の
補
助
を
令
和
７
年
度

か
ら
開
始
す
る
。ご
提
案
の
補
助
制
度
の

拡
充
等
に
つ
い
て
は
、今
後
補
助
金
交
付

の
事
務
を
進
め
て
い
く
中
で
、様
々
な
課

題
等
を
精
査
し
て
い
く
ほ
か
、他
市
の
動

向
な
ど
を
捉
え
な
が
ら
、更
な
る
防
犯
対

策
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
防
災
問
題
な
ど
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きらりとひかる田園都市みさと

今
、食
の
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
都
市
部

の
自
治
体
が
地
方
の
農
村
と
の
連
携
に

取
り
組
む
例
も
出
て
き
て
い
る
。ま
た
、

農
薬
等
の
化
学
物
質
と
疾
患
の
増
加
と

の
関
連
が
指
摘
さ
れ
、世
界
は
減
農
薬・

有
機
栽
培
の
方
向
で
あ
る
が
、日
本
で
は

農
薬
使
用
量
の
規
制
が
大
幅
に
緩
和
さ

れ
て
い
る
。利
益
相
反
の
な
い
講
師
に
よ

る
勉
強
会
の
開
催
な
ど
、地
域
独
自
の
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、市
の
見
解

と
今
後
を
伺
う
。

 

地
域
振
興
部
理
事 　
市
で
は
毎
年
、県

と
連
携
し
、市
内
農
業
者
の
方
々
に
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、農
業
技
術
の
向
上

に
向
け
た
試
験
研
究
を
行
っ
て
い
る
。令

和
６
年
度
は
、小
松
菜
と
枝
豆
栽
培
に
お

け
る
化
学
肥
料
の
低
減
に
向
け
た
方
策

の
検
討
を
テ
ー
マ
に
試
験
研
究
を
行
っ

た
。今
後
も
、有
機
飼
料
等
の
使
用
に
よ

り
化
学
肥
料
の
削
減
に
取
り
組
む
農
業

者
を
支
援
し
つ
つ
、国・県・近
隣
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し
、安
全
、安
心
な
農
作

物
の
安
定
供
給
に
向
け
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
ト
イ
レ
の
防
災
な
ど

介
護
人
材
不
足
の

介
護
人
材
不
足
の

　
　
解
決
に
向
け
た

　
　
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

取
り
組
み
に
つ
い
て

 

議
員 　
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
介

護
人
材
不
足
の
解
決
に
向
け
、介
護
職
員

の
処
遇
改
善
や
働
き
や
す
さ
な
ど
の
職

場
環
境
改
善
と
い
っ
た
職
員
の
絶
対
数

を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ

て
、効
率
化
や
機
械
化
を
推
進
し
て
今
後

は
介
護
の
質
や
量
を
確
保
し
た
う
え
で
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
少
な
い
職
員
数
で
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
た
め
の
仕

組
み
作
り
も
重
要
と
な
る
。そ
こ
で
国
が

示
し
た「
特
定
施
設
等
に
お
け
る
人
員
配

置
基
準
の
特
例
的
な
柔
軟
化
」と「
介
護

Ｄ
Ｘ
の
推
進
」に
つ
い
て
本
市
で
も
積
極

的
に
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見

解
は
。

 

い
き
い
き
健
康
部
長 　
「
特
定
施
設
等

に
お
け
る
人
員
配
置
基
準
の
特
例
的
な

柔
軟
化
」に
つ
い
て
現
時
点
で
市
内
施
設

に
お
い
て
届
出
を
し
て
い
る
事
業
者
は

無
い
が
、今
後
事
業
者
の
意
向
等
の
把
握

を
含
め
て
周
知
を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。「
介
護
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」に
つ
い
て
は
事

務
の
負
担
軽
減
や
処
理
の
迅
速
化
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
な
ど
、介
護

分
野
に
お
け
る
適
切
な
Ｄ
Ｘ
の
活
用
は

不
可
欠
と
考
え
て
い
る
た
め
、早
期
の
運

用
開
始
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
る
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
財
政
施
策
な
ど

投
票
所
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

投
票
所
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

　
誰
も
が
投
票
し
や
す
い

　
誰
も
が
投
票
し
や
す
い

投
票
所
環
境
づ
く
り
の
取
組

投
票
所
環
境
づ
く
り
の
取
組

 

議
員 　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
た
め
の

投
票
支
援
カ
ー
ド
や
、投
票
者
が
ボ
ー
ド

の
絵
を
指
差
す
だ
け
で
や
り
と
り
が
出

来
る
投
票
所
版「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
」を
導
入
す
る
と
、よ
り
安
心
し

て
投
票
し
て
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
。ま

た
、近
年
の
選
挙
に
お
い
て
期
日
前
投
票

者
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、増
設

の
取
組
が
必
要
で
あ
る
。に
お
ど
り
プ
ラ

ザ
や
、ら
ら
ほ
っ
と
み
さ
と
を
期
日
前
投

票
所
と
し
て
加
え
る
事
は
可
能
か
。さ
ら

に
、投
票
日
当
日
に
市
内
ど
こ
の
投
票
所

で
も
投
票
が
出
来
る「
共
通
投
票
所
」制

度
を
導
入
す
る
予
定
は
あ
る
か
。現
在
４

つ
あ
る（
市
役
所
を
除
く
）期
日
前
投
票

所
を
１
日
延
長
し
て
当
日
も
投
票
出
来

る「
共
通
投
票
所
」と
す
れ
ば
、よ
り
選
挙

人
の
利
便
性
や
投
票
率
の
向
上
に
繋
が

る
の
で
は
。

 

行
政
委
員
会
事
務
局
長 　
昨
年
10
月
の

衆
議
院
議
員
総
選
挙
か
ら
、視
覚
障
が
い

者
が
投
票
用
紙
へ
自
書
す
る
こ
と
が
出

来
る「
投
票
用
紙
記
入
補
助
具
」を
新
た

に
導
入
し
た
。共
通
投
票
所
は
、二
重
投

票
を
防
止
す
る
た
め
、市
内
各
投
票
所
を

専
用
通
信
回
線
で
結
ぶ
必
要
が
あ
り
、セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム

の
導
入
や
、回
線
工
事
の
費
用
負
担
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。期
日
前
投
票
所
の
増
設

に
つ
い
て
は
、衆
議
院
議
員
選
挙
の
よ
う

な
急
な
解
散
に
伴
う
突
発
的
な
選
挙
に

も
対
応
で
き
る
必
要
が
あ
り
、投
票
管
理

者・立
会
人
の
確
保
、従
事
職
員
の
協
力

体
制
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。今
後
も
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
投
票
所
の
利
便
性

向
上
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て

い
く
。

食
の
安
全
保
障
の
視
点
か
ら

食
の
安
全
保
障
の
視
点
か
ら

自
給
力
向
上
と
減
農
薬
等
の

自
給
力
向
上
と
減
農
薬
等
の

　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

議
員 　
戦
後
、日
本
の
食
の
自
給
率
は

下
降
の
一
途
で
あ
り
、本
市
の
よ
う
な
都

市
部
で
は
農
地
の
減
少
は
顕
著
、食
の
自

給
は
困
難
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。昨

地方選挙用地方選挙用
コミュニケーションボードコミュニケーションボード
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一般質問

引
き
出
す
た
め
の
戦
略
を
磨
き
続
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。多
く
の
立
候
補
者
が

こ
れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
選
挙
運
動
を
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、他
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
グ
な
ど
に
掲

載
し
た
文
章
や
画
像
、動
画
も
、そ
の
人

の
思
想
や
感
情
を
創
作
的
に
表
現
し
た

も
の
な
の
で
、著
作
物
に
該
当
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、ネ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
文
章
や
動
画・画
像
で
も
、掲
載
し
た

人
の
許
諾
を
得
る
こ
と
な
く
転
載
し
た

場
合
は
、無
断
転
載
に
あ
た
る
と
い
え
ま

す
。違
反
で
す
と
い
う
注
意
だ
け
で
な

く
、具
体
的
な
公
職
選
挙
法
、著
作
権
法
、

刑
法
な
ど
法
律
違
反
に
つ
い
て
も
具
体

的
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

 

行
政
委
員
会
事
務
局
長 　
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
を
行
う

上
で
の
ル
ー
ル
や
注
意
事
項
等
に
つ
い

て
、総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」な
ど
を
活
用
し
、市
議

会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会
な

ど
で
周
知
を
行
う
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

用
い
た
選
挙
妨
害
へ
の
対
応
は
、現
行
の

公
職
選
挙
法
で
は
限
界
が
あ
り
、国
の
動

向
を
注
視
す
る
。選
挙
違
反
は
吉
川
警
察

署
に
情
報
提
供
し
連
携
し
て
対
応
す
る
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
中
途
視
覚
障
害
に
つ

い
て
な
ど

「
雨
庭
」に
よ
る
治
水
対
策
を

「
雨
庭
」に
よ
る
治
水
対
策
を

 

議
員 　
「
雨
庭（
レ
イ
ン
ガ
ー
デ
ン
）」と

は
、雨
水
の
貯
留
浸
透
の
働
き
を
併
せ
持

つ
庭
の
こ
と
で
、近
年
、自
然
の
機
能
を

活
用
し
て
防
災
機
能
を
向
上
さ
せ
よ
う

と
い
う
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。都
市
型
の
水
害
対
策
を

進
め
る
に
は
、小
規
模
分
散
型
の
治
水
対

策
を
、市
民
と
共
に
考
え
て
ゆ
く
必
要
が

あ
り
、「
雨
庭
」を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
で
関
心
を
深
め
る
取
組
み
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
に
よ
る
治
水
対
策「
雨
庭
」に
つ
い
て

市
の
考
え
を
伺
う
。

 

建
設
部
長 　
中
川・
綾
瀬
川
流
域
に
お

い
て
も
、治
水
対
策
推
進
の
た
め
、令
和

６
年
３
月
に「
特
定
都
市
河
川
」と
し
て

指
定
さ
れ
、今
年
の
７
月
か
ら
特
定
都
市

河
川
浸
水
被
害
対
策
法
が
施
行
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。今
後
、堤
防
や
排
水
機
場

な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
の
加
速
化
や
、雨
水

貯
留
浸
透
施
設
設
置
の
義
務
化
の
ほ
か
、

田
ん
ぼ
ダ
ム
な
ど
自
然
環
境
が
持
つ
力

を
活
用
し
た
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
な
ど
、様
々
な
治
水
対
策
効
果
が
期
待

さ
れ
る
。「
雨
庭
」は
、歩
道
な
ど
の
植
栽

地
や
公
園
、家
庭
の
庭
な
ど
、身
近
な
場

所
で
設
置
が
可
能
で
あ
り
、流
域
治
水
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、関
係
部

署
と
の
連
携
や
先
進
事
例
の
情
報
収
集

な
ど
に
努
め
る
。

市
役
所
窓
口
の

市
役
所
窓
口
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
対
策
を
！

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
対
策
を
！

 

議
員 　
市
民
が
市
役
所
に
来
訪
す
る
目

的
の
中
に
は
、離
婚
の
手
続
き
や
、相
続

の
書
類
の
請
求
な
ど
、他
人
に
は
知
ら
れ

た
く
な
い
デ
リ
ケ
ー
ト
な
内
容
も
少
な

く
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、当
市
の
窓
口

カ
ウ
ン
タ
ー
の
形
状
は
、隣
の
人
に
話
を

聞
か
れ
た
り
、後
ろ
か
ら
書
類
を
見
ら
れ

た
り
す
る
心
配
が
あ
る
。来
訪
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
た
め
、す
べ
て
の

窓
口
を
点
検
し
、音
声
の
漏
洩
を
防
ぐ
対

策
や
、来
訪
者
の
姿
を
隠
す
対
策
な
ど

を
、早
急
に
講
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
伺

う
。

 

市
長 　
研
修
な
ど
を
通
じ
て
職
員
の
意

識
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、相
談
内
容
に

合
わ
せ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る
。

 

企
画
政
策
部
長 　
窓
口・
電
話
で
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
前
提
と
し
た
対
応

を
基
本
と
し
、声
の
大
き
さ
や
書
類
が
他

の
か
た
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、納
税

相
談
場
所
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
や

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」な
ど
個
別
の
相

談
室
の
設
置
や
、希
望
に
応
じ
た
相
談
室

の
確
保
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。今

後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

対
応
や
、来
庁
者
に
配
慮
し
た
適
切
な
事

務
室
配
置
な
ど
、ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
対
策
を
講
じ
る
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
環
境
問
題

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

選
挙
運
動
に
つ
い
て

選
挙
運
動
に
つ
い
て

 

議
員 　
未
来
の
選
挙
運
動
に
備
え
、候

補
者
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
可
能
性
を
最
大
限
に プライバシーに配慮した市民課窓口プライバシーに配慮した市民課窓口
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きらりとひかる田園都市みさと

を
行
う
際
に
、現
在
の
介
護
報
酬
で
は
賄

え
な
い
事
例
が
存
在
す
る
が
、介
護
離
職

を
減
ら
す
為
に
も
効
果
的
に
人
手
不
足

を
補
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。そ

の
為
に
は
、業
務
内
容
を
明
確
に
す
る
事

も
重
要
な
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。特
に

劣
悪
な
環
境
に
住
ん
で
い
る
高
齢
者
に

と
っ
て
は
、清
掃
に
時
間
が
か
か
り
介
護

職
員
だ
け
で
は
限
界
が
生
じ
て
し
ま
う

の
が
実
態
で
あ
る
。特
に
清
掃
分
野
は
、

プ
ロ
の
事
業
者
に
引
き
継
ぎ
す
る
事
が

高
齢
化
社
会
の
支
え
に
な
る
の
で
は
。今

後
の
介
護
の
あ
り
方
を
福
祉
部
長
に
問

う
。ま
た
、い
き
い
き
健
康
部
長
に
介
護

支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

 

福
祉
部
長 　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

居
宅
介
護
を
利
用
さ
れ
て
い
る
か
た
に

つ
い
て
は
、障
が
い
特
性
に
配
慮
し
た
う

え
で
、処
分
や
片
づ
け
に
つ
い
て
ご
本
人

に
説
明
し
、理
解
を
得
る
こ
と
が
先
決
と

な
る
。ご
本
人
や
ヘ
ル
パ
ー
で
も
処
分
や

片
付
け
し
き
れ
な
い
場
合
に
は
、専
門
の

片
付
け
業
者
の
利
用
を
助
言
し
て
い
る
。

 

い
き
い
き
健
康
部
長 　
支
援
が
困
難
な

事
例
に
つ
い
て
も
、関
係
機
関
と
連
携
の

強
化
を
図
り
、問
題
が
大
き
く
表
面
化
す

る
前
に
早
期
に
介
入
し
、居
住
環
境
に
お

け
る
衛
生
面
や
安
全
性
が
保
持
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
交
通
問
題
な
ど

障
が
い
者
の
仕
事
の

障
が
い
者
の
仕
事
の

確
保
を
積
極
的
に

確
保
を
積
極
的
に

 

議
員 　
障
が
い
者
就
労
及
び
在
宅
就
業

支
援
団
体
の
受
注
の
機
会
を
確
保
す
る

た
め
に
、「
国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労
施

設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等

に
関
す
る
法
律
」、い
わ
ゆ
る「
障
害
者
優

先
調
達
推
進
法
」が
平
成
25
年
か
ら
施
行

さ
れ
た
。三
郷
市
で
も
障
が
い
者
施
設
等

か
ら
の
物
品
等
の
調
達
方
針
が
つ
く
ら

れ
、２
０
２
４
年
度
方
針
に
盛
り
込
ま
れ

た
目
標
額
は
１
３
５
万
円
と
な
っ
て
い

る
。し
か
し
、近
隣
市
の
目
標
値
は
、人
口

約
７
万
人
の
吉
川
市
で
２
３
０
万
５
千

円
、草
加
市
は
人
口
約
25
万
人
で
１
，１

５
５
万
円
を
設
定
し
て
い
る
。こ
の
よ
う

に
三
郷
市
の
目
標
値
は
ま
だ
低
い
と
考

え
る
。障
が
い
者
の
仕
事
の
確
保
を
積
極

的
に
行
っ
て
ほ
し
い
が
、実
績
と
合
わ
せ

て
、目
標
値
の
拡
大
に
つ
い
て
伺
う
。

 

福
祉
部
長 　
平
成
25
年
４
月
施
行
の

「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」に
よ
り
、国

や
地
方
公
共
団
体
等
は
、障
害
者
就
労
施

設
等
か
ら
優
先
的
に
物
品
等
を
調
達
す

る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。市
で
も

毎
年
調
達
方
針
を
策
定
し
、調
達
の
推
進

に
努
め
て
い
る
。庁
内
の
発
注
状
況
は
、

お
茶
等
の「
物
品
購
入
」が
多
く
、「
封
入

封
緘
」等
の
役
務
の
調
達
実
績
は
少
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。年
々
、障
害
者
手
帳

の
所
持
者
数
と
と
も
に
、市
内
の
障
害
者

就
労
施
設
に
通
う
か
た
も
増
え
て
い
る
。

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
に
つ
い
て
、庁

内
全
体
に
対
し
、引
き
続
き
周
知・啓
発

に
努
め
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
人
権
問
題
な
ど

安
心
し
て
く
だ
さ
い
、

安
心
し
て
く
だ
さ
い
、

備
え
て
ま
す
よ

備
え
て
ま
す
よ

 
議
員 　
昨
今
、八
潮
市
道
路
陥
没
事
故

や
大
船
渡
市
大
規
模
火
災
等
、地
震
や
風

水
害
以
外
で
の
避
難
行
動
の
必
要
性
が

増
大
し
て
い
る
と
考
え
る
。本
市
に
於
け

る
避
難
所
運
営
中
、避
難
所
備
蓄
品
の
詳

細
を
伺
う
。

 

危
機
管
理
監 　
三
郷
市
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
三
郷
市
備
蓄
計
画
を
策
定
し
、

７
，５
４
１
人
分
を
備
蓄
物
資
対
象
者
と

し
て
い
る
。食
糧・飲
料
水
は
、ア
ル
フ
ァ

米
、お
か
ゆ
、ラ
イ
ス
ク
ッ
キ
ー
、乳
幼
児

用
ミ
ル
ク
、５
０
０
ml
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

衛
生
用
品
は
、携
帯
及
び
簡
易
ト
イ
レ
、

自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
、紙
お
む
つ
や
生

理
用
品
等
。生
活
用
品
は
、エ
ア
ー
マ
ッ

ト
、段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、簡
易
ベ
ッ
ド
、ア

ル
ミ
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
、毛
布
等
。そ
の
他
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト
、間
仕
切
り
、発

電
機
や
投
光
器
、避
難
所
開
設
キ
ッ
ト

等
。ま
た
、56
の
民
間
事
業
者
と
の
災
害

時
応
援
協
定
に
よ
り
、食
糧
や
水
、医
薬

品
等
の
供
給
体
制
も
締
結
し
て
い
る
。備

蓄
品
目
の
選
定
に
つ
い
て
は
、高
齢
者
、

障
が
い
者
、乳
幼
児
、妊
産
婦
等
の
要
配

慮
者
に
配
慮
し
な
が
ら
、災
害
発
生
時
の

季
節
等
に
応
じ
、あ
ら
ゆ
る
状
況
に
お
い

て
も
対
応
で
き
る
よ
う
備
蓄
品
目
を
選

定
し
て
い
る
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
行
政
問
題

介
護
に
お
け
る
困
難
事
例

介
護
に
お
け
る
困
難
事
例

 

議
員 　
残
置
物
の
多
い
現
場
で
は
介
護 プライベートテントプライベートテント
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あ
る
。安
定
し
た
学
校
給
食
の
提
供
に

は
、日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
重
要
で
あ

り
、引
き
続
き
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
。

ま
た
食
材
費
は
、高
騰
分
を
市
が
負
担
し

て
い
る
が
高
騰
が
継
続
す
る
恐
れ
も
あ

り
、学
校
給
食
摂
取
基
準
の
栄
養
価
を
確

保
し
な
が
ら
も
、旬
の
食
材
を
取
り
入
れ

た
手
作
り
の
料
理
を
増
や
し
た
り
と
、献

立
の
工
夫
を
し
て
い
く
。

睡
眠
で
身
体
を
健
康
に
！

睡
眠
で
身
体
を
健
康
に
！

 

議
員 　
日
本
国
民
は
49・
3
％
が
不
眠

症
、睡
眠
負
債
が
蓄
積
し
て
い
る
人
の
特 瑞沼学校給食センター瑞沼学校給食センター

徴
は
寝
つ
き
が
8
分
以
内
な
ど
の
特
徴

が
あ
る
。睡
眠
の
16
時
間
前
に
は
日
の
光

を
浴
び
て
タ
ン
パ
ク
質
を
摂
取
し
な
い

と
睡
眠
ホ
ル
モ
ン
が
作
ら
れ
な
い
。睡
眠

に
よ
っ
て
、集
中
力
の
増
加
や
不
登
校
の

減
少
な
ど
、様
々
な
心
身
の
問
題
解
決
が

で
き
る
研
究
が
進
ん
で
き
た
が
、三
郷
市

の
取
り
組
み
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

 

い
き
い
き
健
康
部
長 　
適
正
な
睡
眠
に

よ
り
心
身
の
健
康
を
保
持
し
、生
活
の
質

を
高
め
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と

と
認
識
し
て
お
り
、駅
前
で
の
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
町
会
で
の
保
健
師
に
よ
る

睡
眠
講
座
を
行
っ
て
い
る
。今
後
も
関
係

部
署
や
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、睡
眠

の
重
要
性
に
つ
い
て
様
々
な
機
会
を
活

用
し
て
周
知・啓
発
に
努
め
て
い
く
。

 

学
校
教
育
部
長 　
小
学
校
体
育
や
中
学

校
保
健
体
育
で
、運
動
、食
事
、休
養
、睡

眠
の
調
和
が
と
れ
た
生
活
の
必
要
性
や
、

中
学
校
の
家
庭
科
教
育
で
、幼
児
の
発
達

に
応
じ
た
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
必
要
性
を
指
導
し
て
い
る
。

ま
た
、講
演
会
や
保
健
だ
よ
り
な
ど
に
よ

る
保
護
者
へ
の
啓
発
や
、教
職
員
に
対

し
、県
や
保
健
所
か
ら
の
健
康
情
報
等
を

提
供
し
、睡
眠
の
正
し
い
知
識
や
睡
眠
不

足
の
影
響
を
啓
発
し
て
い
る
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
官
民
学
連
携
に
つ
い

て
な
ど

一般質問

産
前
産
後

産
前
産
後

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
の

必
要
性
に
つ
い
て

必
要
性
に
つ
い
て

 

議
員 　
出
産
直
後
の
時
期
は
母
親
に

と
っ
て
心
身
と
も
に
負
担
が
大
き
く
、周

囲
の
十
分
な
支
援
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、

育
児
疲
労
や
精
神
的
不
安
が
深
刻
化
す

る
恐
れ
が
あ
る
。日
本
で
は
出
産
後
の
母

親
の
約
１
割
が
産
後
う
つ
状
態
に
な
る

と
の
調
査
結
果
も
あ
る
。か
つ
て
は
産
後

の
母
親
を
支
え
る
役
割
を
祖
父
母
世
代

が
担
う
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、現
代

で
は
そ
の
環
境
も
変
化
し
て
お
り
、妊
産

婦
の
実
父
母
や
義
父
母
が
産
後
の
サ

ポ
ー
ト
に
十
分
な
時
間
を
割
く
こ
と
が

で
き
な
い
。出
産
前
後
の
母
親
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、家
事
や
育
児
を
手
伝
う

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
は
有
効
な
支

援
策
で
あ
り
、母
親
の
孤
立
防
止
や
育
児

負
担
の
軽
減
に
役
立
つ
が
、本
市
の
見
解

を
伺
う
。

 

こ
ど
も
未
来
部
長 　
産
前
産
後
期
は
妊

産
婦
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
く
、特
に
産

後
は
出
産
に
よ
る
体
の
不
調
、新
生
児
の

育
児
等
に
よ
り
、家
事
や
育
児
の
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
な
時
期
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。し
か
し
、社
会
状
況
の
変
化
に
よ

り
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
充
分
で
な
い
こ

と
も
あ
り
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
に
よ

る
サ
ポ
ー
ト
が
有
効
な
こ
と
も
あ
る
。産

前
産
後
期
の
支
援
に
つ
い
て
は
、養
育
支

援
訪
問
事
業
や
本
年
度
か
ら
子
育
て
世

帯
訪
問
支
援
事
業
を
開
始
し
、妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
の
支
援
を
要
す
る
世
帯
に

家
事
支
援
や
育
児
支
援
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、今
後
も
先
進
事
例
な
ど
を
調

査・研
究
し
て
い
く
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

 
議
員 　
今
年
の
１
月
14
日
、稼
働
か
ら

50
年
が
経
過
し
老
朽
化
し
た
岩
野
木
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
代
わ
り
、瑞
沼
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
が
給
食
の
供
給
を
開
始

し
た
。新
し
く
導
入
さ
れ
た
炊
飯
シ
ス
テ

ム
も
生
徒
か
ら
は
好
評
を
得
て
い
る
。そ

こ
で
給
食
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
、施
設
設

備
の
修
繕
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
鷹
野

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
対
策
、ま

た
高
騰
す
る
食
材
費
に
対
し
て
の
対
策

を
伺
う
。

 

学
校
教
育
部
長 　
瑞
沼
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、給
食・食
育・防
災
の
３
本
柱
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
、学
校
給
食
衛
生
管

理
基
準
を
順
守
し
た
施
設
で
あ
る
。鷹
野

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、２
基
の
ボ
イ
ラ

の
う
ち
１
基
が
故
障
し
た
場
合
で
も
、短

期
間
で
あ
れ
ば
給
食
の
提
供
は
可
能
で
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きらりとひかる田園都市みさと

あ
る
。対
策
と
し
て
の
政
策・施
策
に
は
、

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
投
資
の
増

加
と
し
て
、新
規
整
備
以
外
に
今
後
50
年

間
で
１
２
２
億
円（
1
年
当
た
り
約
２・

４
億
円
）の
事
業
費
が
必
要
と
さ
れ
、今

後
見
込
ま
れ
る
事
業
費
の
た
め
の
財
源

確
保
も
、市
内
全
域
の
整
備
に
は
、約
４

０
０
億
円
の
事
業
費
が
必
要
と
な
る
。新

規
の
財
源
確
保
が
な
け
れ
ば
運
営
は
難

し
く
、使
用
料
水
準
の
見
直
し
と
し
て

も
、現
状
78
％
と
低
水
準
の
経
費
回
収
率

は
更
に
悪
化
が
予
想
さ
れ
る
。施
策
に
は

課
題
、対
策
、な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る

が
、今
後
、要
さ
れ
る
莫
大
な
予
算
の
確

保
を
含
め
、シ
ビ
ア
な
現
実
の
中
、財
源

確
保
を
は
じ
め
、掲
げ
ら
れ
て
い
る
計
画

を
予
定
ど
お
り
進
め
る
事
が
本
当
に
出

来
る
の
か
。

 

建
設
部
長 　
昨
年
12
月
に
見
直
し
を
し

た「
三
郷
市
公
共
下
水
道
経
営
戦
略
」に

基
づ
き
、下
水
道
事
業
経
営
の
安
定
化
を

図
る
。ま
た
、老
朽
化
対
策
と
長
期
的
な

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、「
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」に
基
づ

き
、管
布
設
後
の
経
過
年
数
な
ど
を
総
合

的
に
踏
ま
え
、災
害
リ
ス
ク
が
高
い
場
所

か
ら
計
画
的
に
対
策
を
行
う
。

「
搾
乳
」で
き
る
環
境
整
備
と
、

「
搾
乳
」で
き
る
環
境
整
備
と
、

　
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の

　
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
に
つ
い
て

洋
式
化
に
つ
い
て

 

議
員 　
「
搾
乳
」と
は
、出
産
後
の
女
性

が
母
乳
を
自
分
で
搾
る
こ
と
だ
が
、出
産

後
は
、授
乳
を
し
な
い
間
に
も
体
が
母
乳

を
作
り
続
け
る
た
め
、職
場
復
帰
な
ど
で

授
乳
回
数
が
減
っ
た
場
合
、母
乳
が
溜

ま
っ
て
乳
房
が
張
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

る
。放
置
し
た
場
合
、乳
腺
炎
に
な
り
、痛

み
や
熱
が
出
る
こ
と
や
母
乳
の
量
が

減
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。産
後
ま
も
な
く
職
場
復
帰
を
す
る
女

性
が
増
え
る
中
、こ
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。さ
ら

に
、公
共
施
設
の
利
便
性
向
上
と
災
害
時

利
用
の
観
点
か
ら
す
べ
て
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

 

財
務
部
長 　
県
で
は
、乳
幼
児
を
育
て

る
か
た
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
、

授
乳
や
お
む
つ
替
え
の
で
き
る「
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
」の
設
置
を
推
進
し
て
い
る
。市

の
公
共
施
設
に
あ
る
23
か
所
の
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
で
は
、「
搾
乳
も
で
き
ま
す
。マ
マ

お
ひ
と
り
で
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。」と

い
う
表
示
が
入
っ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲

示
し
て
い
る
。公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、施
設
の
改
修
の
機
会
を
と
ら

え
、順
次
、洋
式
化
を
進
め
て
い
る
。災
害

時
に
自
主
避
難
場
所
と
な
る
施
設
の
う

ち
、ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
が
低
い
と
こ
ろ

は
、今
後
、更
な
る
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。今
後
も
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
行
政
問
題

公
園
の
ベ
ン
チ
な
ど
に

公
園
の
ベ
ン
チ
な
ど
に

木
陰
を
整
備
し
快
適
に

木
陰
を
整
備
し
快
適
に

 

議
員 　
「
三
郷
市
緑
の
基
本
計
画
」は
、

都
市
に
お
け
る
緑
地
の
保
全
や
緑
化
を

推
進
す
る
法
律
に
基
づ
き
、三
郷
市
の
緑

を
と
り
ま
く
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
公

園
の
整
備
、緑
地
の
保
全
や
緑
化
の
推
進

な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み
を
定
め
た
も

の
で
、3
つ
の
基
本
方
針
を
示
し
て
い

る
。「
公
園
の
整
備・
管
理
」の
施
策
に
つ

い
て
は
、公
園
の
機
能
の
充
実
の
具
体
策

と
し
て「
木
陰
の
あ
る
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
の

確
保
に
努
め
る
」と
し
て
い
る
。私
共
が

行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
樹
木

が
少
な
い
」「
木
陰
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」

「
こ
ど
も
の
遊
び
に
付
き
添
う
な
ど
長
時

間
の
滞
在
が
大
変
」な
ど
と
い
う
声
が
届

い
て
い
る
。実
態
を
調
査
し
改
善
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
副
部
長 　
公
園
内

の
木
陰
は
夏
の
強
い
日
差
し
を
和
ら
げ

る
要
素
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。一

方
、防
犯
意
識
の
向
上
を
背
景
に
、植
栽

に
よ
る
公
園
内
の
視
認
性
や
安
全
性
へ

の
懸
念
な
ど
、市
に
寄
せ
ら
れ
る
意
見
は

多
岐
に
渡
る
。新
た
な
公
園
整
備
は
地
域

住
民
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通

じ
計
画
段
階
か
ら
意
見
を
伺
っ
て
お
り
、

既
存
の
公
園
内
の
植
栽
は
地
域
の
意
向

を
確
認
し
対
応
し
て
い
る
。実
態
調
査
に

つ
い
て
は
、職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り

状
況
把
握
に
努
め
る
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
保
育
行
政
な
ど

公
共
施
設
管
理
運
営
計
画

公
共
施
設
管
理
運
営
計
画

（
下
水
）

（
下
水
）

 

議
員 　
八
潮
市
で
道
路
陥
没
事
故
が
発

生
し
1
月
余
り
が
過
ぎ
た
。当
市
に
お
い

て
も
下
水
管
渠
の
健
全
度
を
的
確
に
把

握
し
、事
故
の
未
然
防
止
や
機
能
停
止
の

防
止
の
為
、適
切
な
維
持
管
理
が
急
務
で

赤ちゃんの駅における掲示赤ちゃんの駅における掲示
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審議結果と賛否

3月定例会の審議結果と賛否をお知らせします
○＝賛成　×＝反対

※議長は採決に加わっていません。　※表決＊は欠席１名。　※このほか陳情６件、要望１件がありました。

号 件             �名 結果 新政会 21世紀
クラブ 公明党 日本

共産党
ネットワーク
みらい 政志会 無所属

市
長
提
出
議
案

1 専決処分の承認を求めることについて 承認 〇 〇＊ 〇 〇 〇 〇 〇
2 交通事故に係る損害賠償額の決定及び和解について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3 三郷市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
4 三郷市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例等の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
6 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

7 市長及び副市長の給与等に関する条例及び三郷市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 ×

8 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
9 三郷市手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
10 三郷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
11 三郷市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営等に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 三郷市地域型保育事業の設備及び運営の基準に関する条例等の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

13 三郷市建築基準法の規定に基づく建築物の建築等に係る確認申請手数料等の徴収に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14 三郷市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
15 令和６年度三郷市一般会計補正予算（第７号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
16 令和６年度三郷市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
17 令和６年度三郷市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
18 令和６年度三郷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
19 令和７年度三郷市一般会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
20 令和７年度三郷市国民健康保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
21 令和７年度三郷市介護保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
22 令和７年度三郷市後期高齢者医療特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
23 令和７年度三郷市上水道事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
24 令和７年度三郷市公共下水道事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
25 令和６年度三郷市一般会計補正予算（第８号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
員
提
出

議
案

26 三郷市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
27 三郷市議会議員政治倫理条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請
願 1 学校給食の無償化を求める請願書 不採択 × 〇 × 〇 × × 〇

会派名（人数） 所属議員名

新政会（8）
武居�弘治、篠田�正巳、佐々木�修、
田上�広子、宇治�由紀子、篠田�隆彦、
齊藤�幹郎、寺沢�美紗

21世紀
クラブ（5）

菊名�裕、岡庭�明、加藤�英泉、
柳瀬�勝彦、渡邉�雅人

公明党（5） 鈴木�深太郎（議長）、酒巻�宗一、
佐藤�睦郎、鳴海�和美、西村�寿美枝

日本共産党（3）工藤�智加子、佐藤�智仁、深川�智加
ネットワーク
みらい（1） 市川�文雄

政志会（1） 佐藤�裕之
無所属（1） 一色�雄生

【議会の詳細は「会議録」で】
　三郷市議会ホームページまたは、市役所内の市政情報コー
ナー、図書館などで「会議録」を閲覧することができます。�
なお３月定例会の会議録は５月下旬頃に更新する予定です。
▶�会議録速報版を公開…閉会から概ね１か月程度で、ホーム
ページ上にPDF形式で公開しますのでご覧ください。

※状況により、公開が遅れる場合があります。

URL　https://ssp.kaigiroku.net/tenant/misato/SpTop.html

三郷市議会　会議録 検索
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きらりとひかる田園都市みさと「三郷市議会議員政治倫理条例」を制定／議会あれこれ

目 的 は ？

　三郷市議会議員が守るべき政治倫理の規準を
定め、議員の資質向上と誠実な職務の遂行によ
り、市民から信頼される議会を目指すことを目
的とします。

倫 理 基 準 に 違 反 し た 場 合 は ？

　市民及び議員は、「政治倫理審査会」へ審査請
求をすることができます。同審査会は、倫理基準
に違反する行為の存否を審査するとともに、必
要な措置について勧告することができます。

施 行 期 日

　令和７年４月１日から施行します。

政 治 倫 理 基 準 と は ？

・�議会及び議員の名誉及び品位を損なう一切の
行為を慎み、疑念を持たれるおそれのある行
為をしないこと

・�市の職員などの公正な職務の執行を妨げない
こと

・�市の職員などの採用、昇任、異動その他の人事
について、不当な関与をしないこと

・�その地位を利用して不当に金品を授受しない
こと

・��その地位を利用して他者へのハラスメント行
為、誹謗中傷その他の人権侵害のおそれのあ
る行為などしないこと
　など

　議員提案により条例案（議案第27号）が提出され、全会一致により可決されました

「三郷市議会議員政治倫理条例」を制定

他市からの行政視察がありました
〇�「脳とからだの健康チェック事業を中心とした認知症施策」について…１月16日に久喜市議会、蓮田市議
会、白岡市議会、杉戸町各議会�公明党所属市町議会議員。

視察研修を行いました
〇�「公明党三郷市議団」…１月21日に京都府京都市の「京あんしんこども館」について、22日に兵庫県伊丹
市の「安全・安心見守りネットワーク事業」について、23日に大阪府枚方市の「持続可能な権利擁護支援モ
デル事業」について。
〇�「ネットワークみらい」及び「政志会」…２月４日に宮崎県日南市の「地域公共交通政策」について、５日に
宮崎県宮崎市の「グリーンスローモビリティ『ぐるっぴー』」について、６日に宮崎県西都市の「自動運転
EVバスの実証実験�及び『さいと自動運転推進コンソーシアム』」について。

議会だより編集委員会
　2月17日付で、議会だより編集委員に、柳瀬勝彦議員が新たに選出されました。
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議会を傍聴しませんか

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　議会傍聴は議会活動に触れることができる最も身近
な方法です。市政への理解を深めていただくためにも
傍聴をしてみませんか。
※�傍聴の際に手話通訳、または要約筆記を希望される
かたは、傍聴希望日のおおむね14日前までに議会
事務局までお申し込みください。

問い合わせ　議会事務局　☎ �048（930）7768
FAX048（953）1358

令和７年６月定例会の予定表

月日 曜日 会議別

6/2 月 本会議
（議案説明・
質疑など）6/4 水

6/5 木 委員会

6/10 火

本会議
（議案採決・
一般質問など）

6/11 水

6/12 木

6/13 金

※�日程は、市長の招集告示を受け、
議会運営委員会を経て、開会日の
本会議で正式に決定します。

★�傍聴されるかたは、議長、係員の指示に従ってくださ
い。

傍聴のルール
⑴�騒ぎ立てたり、拍手をするなど可否を表明したり、
迷惑となるような行為をしないでください。

⑵�みだりに立ち上がるなど、威圧的な行為をしないで
ください。

⑶�携帯電話・カメラ・録音機等の電源はお切りください。
⑷�飲食または喫煙をしないでください。
⑸�その他、議場の秩序を乱し、または会議の妨害とな
るような行為をしないでください。

傍聴席傍聴席6060席席
（そのうち、車いす席３席）（そのうち、車いす席３席）

傍聴 Q&A
Ｑ ．議会はいつ傍聴できますか。
Ａ�．�議会は３月・６月・９月・12月に開催されます。
詳しい日程は議会事務局にお問い合わせください。

Ｑ． 議会を傍聴したいのですが、どのような手続きを
するのですか。

Ａ�．�本会議は原則として、どなたでも傍聴ができます。
　　�通常は午前10時から会議が開かれますので、本庁
舎７階傍聴席入口で氏名・住所を記入してから傍
聴してください。なお、委員会の傍聴は委員長の
許可が必要となり、６階議会事務局で受付します。

Ｑ ．子どもと一緒に傍聴したいのですが。
Ａ�．お子さんの傍聴も可能ですが、小さなお子さんは保護者の同伴が必要です。
Ｑ ．車椅子でも、議会の傍聴はできますか。
Ａ�．車椅子のかたのためのスペース（３席）があります。

次回、６月定例会は６月2日（月）　午前10時に開会予定です。

15みさと市議会だより  第201号みさと市議会だより  第201号
令和７（2025）年５月15日発行令和７（2025）年５月15日発行



きらりとひかる田園都市みさと

みさと市議会だより（第201号）
　発行／三郷市議会
　編集／議会だより編集委員会

〒341−8501
埼玉県三郷市花和田648番地１
TEL 048−930−7768（直通）　FAX 048−953−1358
URL  https://www.city.misato.lg.jp

安心・安全な街づくり
主婦　70代　彦倉在住

　「道路陥没・埼玉県八潮市。」
　ニュースが流れビックリ。親
戚のいる二丁目でした。日に日
に事態は深刻さを増し、復旧に
は、かなりの時間がかかると報
道されました。
　影響を受けられた皆様には、
心よりお見舞い申し上げると共
に、早い人命救出を願うばかり
です。いつどこで何が起きるか
分からない怖さを痛感しました。
　三郷市では独自で下水道の緊
急点検を実施し、異常は確認さ
れなかったとの事でした。職員
の皆様のご尽力に感謝いたしま
す。どうか普段から点検や対策
に取り組んでいただき、安心・
安全に暮らせる街づくりを進め
ていただく事を期待致します。

みさとで「コワーキング」したい
　フリーランス　30代　さつき平在住

　私は創作活動を生業とするフリーランスで
す。基本的に自宅で一人で仕事をしています。
サラリーマンのように就業時間が決まってい
るわけでなく、休みの日も無いに等しく、リ
フレッシュや運動もなかなかできず、精神的
にも肉体的にも不健康になりがちです。
　そこで、最近、コワーキングスペースを吉
川美南駅近くの商業施設に見つけ、片道30
分歩いて通って仕事をするようにしていま
す。それぞれに仕切りがありプライバシーが
守られていて、仕事にも集中できます。
　私のような働き方は、コロナ禍を経て、増
えているように思います。
　こんなコワーキングスペースが、三郷市に
もあったらいいですね。

※本記事は、令和７年３月に投稿いただきました。


